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口
中
科
の
祖
と
言
わ
れ
る
丹
波
親
康
の
事
跡
を
た
ず
ね
て
、
親

康
と
極
め
て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
近
衛
政
家
の
日
記
「
後
法
興

院
記
」
（
以
下
「
院
記
」
）
を
披
見
し
て
親
康
の
医
業
の
内
容
や
貴
族

社
会
に
お
け
る
生
活
状
態
な
ど
を
調
査
し
た
。

「
院
記
」
の
著
者
近
衛
政
家
は
文
明
二
年
（
一
四
七
九
）
以
後
、

関
白
・
太
政
大
臣
・
准
三
后
に
任
叙
さ
れ
、
永
正
三
年
（
一
五
○
六
）

六
二
歳
で
他
界
し
た
。
後
法
興
院
は
政
家
の
法
号
で
あ
る
。

「
院
記
」
は
寛
正
七
年
（
一
四
六
六
）
政
家
一
二
歳
の
時
か
ら
永

正
二
年
（
一
五
○
五
）
に
至
る
四
○
年
間
に
わ
た
る
日
記
で
あ
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
「
続
史
料
大
成
」
の
中
で
公
刊
さ
れ
た
も
の

を
資
料
と
し
た
。

「
院
記
」
に
親
康
の
名
前
が
最
初
に
表
れ
る
の
は
応
仁
元
年
（
一

四
六
七
）
六
月
二
五
日
で
、
応
仁
の
乱
の
緒
戦
に
あ
た
り
、
親
康
の

５
「
後
法
興
院
記
」
に
表
れ
た
丹
波
親
康
の
事

跡
に
つ
い
て

戸
出
一

郎

宿
所
が
細
川
勝
元
の
軍
勢
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
た
事
で
あ
る
。

同
年
七
月
六
日
、
政
家
は
戦
乱
を
避
け
て
宇
治
へ
疎
開
し
た
が
、

住
居
を
失
っ
た
親
康
は
政
家
に
連
れ
ら
れ
て
宇
治
へ
赴
い
た
。

宇
治
で
は
同
年
二
月
か
ら
、
近
衛
家
で
毎
月
催
さ
れ
て
い
る

和
歌
会
が
始
め
ら
れ
た
・
政
家
は
和
歌
や
連
歌
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

歌
人
と
し
て
も
一
流
の
人
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
親

康
に
は
そ
の
方
面
の
才
能
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
し
ば
し
ば
月
次
和

歌
会
や
連
歌
会
に
列
席
し
、
世
話
役
や
頭
役
、
発
句
の
担
当
な
ど

重
要
な
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
会
に
は
高
位
の
貴

族
や
最
高
の
歌
人
、
連
歌
師
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
。

次
に
親
康
の
医
師
と
し
て
の
事
跡
を
見
れ
ば
、
医
師
と
し
て
「
院

記
」
に
表
れ
る
の
は
、
全
五
○
回
の
う
ち
一
三
回
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
内
容
を
列
記
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
）
文
明
一
六
年
、
政
家
の
風
気
・
虫
気
に
取
脈
並
び
に
投
薬
。

（
三
同
年
、
禅
閤
の
痢
不
通
に
頼
秀
と
共
に
投
薬
。
（
三
）
同
年
、

小
童
の
風
気
に
投
薬
、
五
日
後
竹
田
周
防
に
転
医
。
（
四
）
長
享
二

年
、
景
陽
軒
の
風
気
に
投
薬
。
（
五
）
同
年
、
禅
閤
の
三
日
熱
の
診

察
。
一
四
日
後
、
竹
田
周
防
に
転
医
。
（
六
）
同
年
、
石
蔵
殿
の
痢

不
通
、
熱
気
に
御
脈
。
八
日
後
竹
田
周
防
に
転
医
。
（
七
）
同
年
、
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禅
閤
の
痢
病
に
二
度
往
診
。
四
日
後
、
竹
田
周
防
に
転
医
。
（
八
）

明
応
二
年
、
実
相
院
准
后
の
虫
気
に
親
康
を
召
す
。
二
日
後
死
す
。

（
九
）
明
応
五
年
、
瑞
光
院
不
例
に
親
康
派
遣
。
二
○
）
明
応
九

年
、
関
白
の
息
女
二
歳
の
風
気
に
資
直
、
情
侍
従
と
共
に
処
方
を

出
す
。
（
一
二
文
亀
元
年
、
政
家
の
風
気
に
清
侍
従
、
明
重
取
脈
、

親
康
処
方
を
調
進
す
。

親
康
は
政
家
か
ら
診
療
の
機
会
を
度
々
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、

必
ず
し
も
主
人
の
期
待
に
応
え
た
と
は
言
い
難
く
、
そ
の
治
療
は

し
ば
し
ば
成
功
せ
ず
、
竹
田
周
防
や
他
の
民
間
医
に
よ
っ
て
後
始

末
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
前
記
の
（
三
）
（
五
）

（
六
）
（
七
）
が
そ
の
例
で
、
い
ず
れ
も
後
日
後
に
竹
田
周
防
に
転

医
し
て
い
る
。

和
気
・
丹
波
の
医
師
の
中
で
、
「
院
記
」
に
そ
の
名
が
表
れ
る
回

数
は
親
康
が
と
び
ぬ
け
て
多
く
、
医
療
の
記
録
も
彼
が
も
っ
と
も

多
い
。
こ
れ
を
見
れ
ば
親
康
が
如
何
に
政
家
か
ら
寵
愛
さ
れ
て
い

た
か
が
察
し
ら
れ
る
。
し
か
し
親
康
は
医
師
と
し
て
は
政
家
の
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
和
気
・
丹
波
の
医
師
た
ち

の
中
で
真
に
信
頼
を
得
て
い
た
の
は
半
井
顕
重
た
だ
一
人
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
官
医
の
実
状
を
補
っ
た
の
は
竹
田
周
防
・
法

印
・
宰
相
並
び
に
清
法
眼
・
清
侍
従
・
上
池
院
・
眼
科
医
芝
田
・

糸
法
師
ら
の
民
間
医
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
政
家
が
最
も
信
頼
し

て
い
た
の
は
竹
田
周
防
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
明
応
六
年
に
死
亡
し

た
。

丹
波
親
康
は
貴
族
社
会
の
中
に
深
く
入
り
込
み
、
近
衛
政
家
か

ら
は
家
族
の
よ
う
に
愛
さ
れ
、
し
ば
し
ば
和
歌
や
連
歌
の
席
に
連

な
っ
て
い
る
が
、
医
師
と
し
て
の
手
腕
は
劣
っ
て
お
り
、
業
績
は

少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

親
康
は
兼
康
と
共
に
口
中
科
の
祖
と
し
て
名
高
い
が
、
「
院
記
」

に
見
る
限
り
口
中
に
関
す
る
病
は
一
例
も
な
く
、
彼
が
口
中
療
治

を
し
た
記
録
は
全
く
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
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）


